ルネ　デカルト　1596-1650 by 小高 康照
ルネ デカルト 1596-1650
リチャード・ケニングトン著  小 高 康 照＊
ODAKA Yasuteru＊
(本邦訳は、History of Political Philosophy (3rd Ed.) Edited by Leo Strauss and Joseph Cropsey 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































オルガヌム』(Book I, section 129)と『方法序説』
（第 II 部）における私的な個人による政治的諸組
織の「改良」に関する教義についての驚くほどに類
似した諸陳述のなかに特に見える。デカルトに一致 
して、ベーコンは十全な明確さとともに新しい方法
が確実であるあるいは「体系的」であるためには数
学的でなければならない、あるいはそれが新しい数
学と数理物理学と魂についての結果として起こる
確定を要求したことを見なかった。これらの重大な
諸修正によって、しかしマキャベリによって据え付
けられた基盤のうえに、デカルトが「近代哲学の創
設者」になった。 
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